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展示期間：1月 5日(水)～１月 26日（水) 

今月の展示 

《企画展示》 

『 おかしな本 あつめました！』 

ヘン？ 不思議？ おもしろい？ 

一風変わった〝おかしな本″を集めて展示して 

います。 

《中央展示》 

  

廿日市市教育委員会主催で、廿日市市内の小学

６年生を対象とした、令和 3 年度「子ども司書」

養成講座が行われました。子ども司書たちが作っ

たおすすめの本を紹介する POP と、子ども司書

になるために読んだ本を集めて展示しています。 

 読んだ本を記録しておける「100 冊読書手帳」と

「どくしょてちょう」（50 さつばん）を、はつかい

ち・大野・さいき図書館の窓口で配布しています。 

「今年は 100（50）冊本を読むぞ！」と目標を決め

てつけ始めるのも良し、「今年は何の本を読んだか記録

を残しておこう」とつけ始めるのも良し、この機会に

ぜひ手に取ってみてください。 
 

 また、記入し終わった手帳を図書館に持ってくる

と、記念のしおりをプレゼントしています。50 冊、

100 冊、200 冊（各館限定柄）、300 冊以上達成ご

とに絵柄が違うので、やりがいが持てますよ。 
  
※小中学生の読書啓発を目的に作成したものですが、 

 大人の方にもご利用いただけます。 



新しく入った本（一般書） 

図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 

『100 万回死んだねこ』福井県立図書館／編著 講談社 015.2 ﾋ 

『すべてはノートからはじまる』倉下忠憲／著 星海社 S159 ｸ 

『子育ての「呪い」が解ける魔法の言葉』浅野みや／著 自由国民社 378 ｱ 

『あなたが手術を受ける前に読む本』名古屋市立大学／編 中日新聞社 494.2 ｱ 

『人気レストランの注目の調理機器科学的調理法』旭屋出版編集部／編著 旭屋出版 596 ﾆ 

『よく使うイタリア語の慣用句 1100』竹下ルッジェリアンナ／著 秋山美野／著 白水社 874.4 ﾀ 

『このミステリーがすごい! 2022 年版』『このミステリーがすごい!』編集部／編 宝島社 901.3 ｺ 22 

『君の顔では泣けない』君嶋彼方／著 KADOKAWA F ｷ 

🌸



   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

こぐま社の絵本作りで特に大切にされていること

は、「字を読むに至っていない子どもが絵本の読者」

ということです。編集者の仕事として、作家のアイディ

アに対し、自身が面白いと思うかどうか、それと同じく

らい、子どもがリアリティを持って面白いと思えるかど

うかということが大切で、それを作家に誤解なく伝え

るのはとても難しいことだと話されていました。絵本の

読者は子どもである以上、子どもがどう読むかがすご

く大事で、制作（製作）方法は変わってきても、それ

は変わらないでほしいと仰っていました。 

 

 1966 年、こぐま社は「日本の作家による、日本の子どもたち

のための、創作絵本を作りたい」という思いから佐藤
さ と う

英和
ひでかず

さん

が創業しました。１作目の絵本「ほしのひかった そのばんに」

から、通常、赤・青・黄・黒の４色の点の重なりの大小で表現さ

れるカラー印刷を、赤は赤、青は青というようにそれぞれのイ

ンクを用いて刷る版画方式の印刷（特色印刷）で作られてい

ます。絵の描き手は色ごとに絵を描く必要があり、手間がかか

りますが、佐藤さんの「手作りの強さや美しさを子どもたちに伝

えたい」という情熱によるものです。「こぐまちゃんえほん」のオ

レンジ色や、「わたしのワンピース」の黄緑色は、この方法だか

らこそ出せる濁りがない色だそうです。 

また、子どもが字を読めなくても、絵の展開から物語を読めるような、絵本でしかできない表現をしたいという

思いも常に持たれているとのことでした。創業者の佐藤さんが「絵で語る絵本を作りたい」ということで、もともと漫

画を描いておられた馬場
ば ば

のぼるさん（「１１ぴきのねこ」シリーズ）や多田
た だ

ヒロシさん（「ふうとぴょん」シリーズ）に声を

かけた理由は、漫画家はストーリーと絵を一緒に考えて、絵で進めていくからで、それは的確なことだったのでは

ないかと関谷さんは仰っていました。 

令和３年度子どもと本の講座       R3.11.21 ウッドワンさくらぴあリハーサル室 

関谷
せ き や

裕子
ゆ う こ

さん講演会『読み継がれる絵本やお話を目指して』を 

                                   開催しました 

～絵本の読者は子ども～  

 

～絵本の前に実体験を わらべうた絵本～ 

～手作りの強さや美しさを子どもたちに伝えたい～ 

 

～絵がストーリーを語る絵本を～ 

 

絵本の読者（保護者）が送り返してくれた「愛読者カード」を読んでいて、関谷さんは、想定の対象年齢よりも早い時

期に子どもに絵本を与えていると感じたそうです。その当時、ちょうどご自身も育児中だったこともあり、絵本を与える前

にするべきことがあるのではないかと思い、制作されたのが、「わらべうた絵本」のシリーズです。３０年前、娘さんが通

われていた保育園でわらべうたをされていたことがきっかけで、家庭でもやってほしいと思い、そのために絵本を作る価

値があるのではないかと思われたそうです。   

１作目の「あがりめ さがりめ」を、ましませつこさんに「歌や温かみ、伝承的な雰囲気が伝わり、やり方がわかるような

絵で」と依頼。最初は会社の中でも、なぜわらべうた絵本を出すのか疑問もあったそうですが、現在、シリーズは図書

館など様々な場所で人気があり、やってよかったと仰っていました。子育てする人と子どもの間に人間関係ができ、実

体験をたくさんし、そこに絵本が入ることで想像力が広がる、という言葉が印象に残りました。 

 

 関谷裕子さんは、株式会社こぐま社の元編集長として長年、本作りの現場に携わっ

てこられました。絵本の専門出版社であるこぐま社は「こぐまちゃんえほん」「わたしのワ

ンピース」「１１ぴきのねこ」など、数多くのロングセラー絵本の他、世界の昔話を豊かな

言葉で紡ぎ、ストーリーテリングのテキストとしても定評のある「子どもに語るシリーズ」を

出版しています。関谷さんには、この２つの軸を中心に、お話しいただきました。１月号

は、講演の前半に語られた、こぐま社の絵本作りについてのお話をレポートします。 



【対象】乳幼児 

【時間】1 回目 1０時３０分～ 

※整理券配布時間 10 時 10 分～10 時 20 分 

2 回目 11 時～ 

※整理券配布時間 10 時 40 分～10 時 50 分 

 

 

【対象】幼児～小学校低学年 

【時間】11 時～ 

 ※整理券配布時間 10 時 40 分～10 時 50 分 

 

 

 【対象】５歳～大人 

 【時間】11 時～ 

※整理券配布時間 10 時 40 分～10 時 50 分 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

休館 

２ 

休館 

３ 

休館 

４ 

休館 

５ 

 

６ 

 

７ ８ 

９ １０ １１ １２ 

 

１３ 

 

１４ １５ 

１６ 

 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

 

２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ 

 

２５ ２６ 

 

２７ 

休館 

２８ 

 

２９ 

３０ ３１      

１月の図書館カレンダー 

 

相談カウンターで整理券を配布しています。 

配布時間が決まっていますので、ご注意ください。 

 10 月 29 日（金）～11 月 28 日（日）の

期間、「としょかんスタンプカード」を発行し、

本を１冊借りる毎にスタンプを１個押印して、

20個集めると雑誌の付録等を抽選でプレゼン

トするイベントを行いました。 
 

配布数 1500 枚  応募数 775 枚 

当選数  

 ・女性向け  50 個（応募数 278） 

 ・男性向け   62 個（応募数 79） 

 ・女の子向け 38 個（応募数 233） 

 ・男の子向け 35 個（応募数 185） 

  計 185 個（応募数 775） 
  

期間中、たくさん本を借りてくださってあり

がとうございました！ 

１２月２3 日（木）に図書館で「ぬいぐるみのク

リスマスおとまり会」を行いました。 

 図書館の書庫で持ち主の子どもたちの本を選んだ

後、ぬいぐるみたちだけのおはなし会をして、一緒

に眠りました。 

お迎えの日は、おとまり会の様子を撮った写真の

クリスマスカードと、ぬいぐるみたちが選んだおす

すめの本３冊を借りて、持ち主の子どもたちと一緒

におうちに帰っていきました。 


